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図書だより

資源ごみ・粗大ごみ（無料・有料）月1回・水曜日
曜日 収　集　地　区

燃やすごみ　週 2回

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）週1回

ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。この他にも
多数あります。読みたい本が見つからない時は、係員にお尋ねください。予約・
リクエストも受け付けています。

お知らせ

問い合わせ 倉治図書館 （TEL 891・1825）、青年の家図書室（TEL 893・4881）

粗大ごみ予約受付センター（TEL 891・5374 午前9時～午後5時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

10月のごみ収集日
問い合わせ 環境事業課（TEL 892・2471）

青山、天野が原町、幾野、梅が枝、私部（一部除く）、私部西、倉治、東倉治、郡津、神
宮寺、森、森北、森南（私市の一部含む）、向井田、松塚、寺、寺南野、傍示（木曜のみ）

幾野、倉治、東倉治、
神宮寺、寺、寺南野、
森、森北、森南、傍示

私市、私市山手、私部1・2・5・6丁目、私部7丁目（一部除く）・8丁目（一部除
く）、私部南、南星台、藤が尾、星田、星田北、星田西、星田山手、妙見坂、妙見東

月
・
木
火
・
金

収集地区 3日 10日 17日 24日

月 火 木 金

収
集
地
区

藤が尾、妙見坂、
妙見東、私市（一
部除く）、私市山
手、私部1・2・5・
6丁目、私部7丁
目（一部除く）・8
丁目（一部除く）

天野が原町、幾
野、梅が枝、私部
西、郡津、松塚、
私部4丁目77番
～80番

私部南、星田、星
田北、星田西、星
田山手、南星台、
傍示

青山、私市1丁
目1番（一部）、
私部（一部除
く）、倉治、東倉
治、神宮寺、寺、
寺南野、向井田、
森、森北、森南

－ 粗大ごみ
空缶・
空びん
など（※）

新聞・
雑誌など
（※）

天野が原町、郡津、藤
が尾、梅が枝、松塚、私
部4丁目77番～80番

新聞・
雑誌など

－ 粗大ごみ
空缶・
空びん
など

私部(一部除く)、私部
南、私部西、青山、向井
田、私市、私市山手

粗大ごみ－
空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

星田、星田北、星田西、
南星台、妙見坂、妙見
東、星田山手

粗大ごみ －新聞・
雑誌など

空缶・
空びん
など

（※）私市1丁目1番（一部）・私部8丁目（一部）を含む。

ごみなし

児
童
書

一
般
書

「びっくりまつぼっくり」多田 多恵子/ぶん　堀川 理万子/え　福音館書店

音でみる心も色も
　髙林 正夫（交野市在住）　本の泉社
65歳何もしない勇気
　樋口 裕一　幻冬舎
捨てる。
　やました ひでこ　幻冬舎
襲来 上・下
　帚木 　生　講談社
隠れ大阪人の見つけ方
　なにわクリエイターズ　祥伝社
農家が教える野菜づくりのコツと裏ワザ
　農山漁村文化協会

いっしょに読んで  科学・知識の絵本

※ごみはきっちり分別し、決められた日の「午前8時45分まで」に決められたところへ出してください。
※無料粗大ごみ・有料粗大ごみ（合計1か月5点以内）は、粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金曜日の祝日も受け付けを行っています。受付
期間は各収集日の1か月前～1週間前です。有料粗大ごみは、必ず「粗大ごみ処理券」が必要です。（詳細は「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）
※持ち込み粗大ごみ（有料分）は、四交クリーンセンター（TEL893・0505）に前日までに要予約。

すぎやま  あきら

ひぐち    ゆういち

ははきぎ  ほうせい

ただ　　　たえこ ほりかわ  りまこ ふくいんかんしょてん

たかばやし まさお

さいとう ひろし

こばやし よしつぐ

あいことばは名探偵
　杉山 亮　偕成社
ゆうえんちのわたあめちゃん
　ルーマー・ゴッデン　徳間書店
おつきさまのおさんぽ
　カワチ・レン　学研プラス
古事記
　斉藤 洋　講談社
おしりたんてい みはらしそうのかいじけん
　トロル　ポプラ社
ぼくは恐竜探険家！
　小林 快次　講談社

　男の子が、公園でまつぼっくりを見つけ、上から見たりひっくり返して見たり、種を見つけて
くるくる飛ばしてみたりします。手すりに10個並べて帰り、雨の降る日に通ると、あれ？まつ
ぼっくりが小さくなっています。ポケットに入れて持ち帰ると夜寝ている間にだんだん大きく
膨らんで、朝見ると元通りの開いたまつぼっくりに戻っていました。どうしてでしょうか。ラス
ト３ページにまつぼっくり手品が載っています。まつぼっくりを見つけて、実際にやってみま
しょう。びっくりすることが起こりますよ。
　絵は大きく描かれ、まつぼっくりの性質を男の子の目線でわかりやすく説明しています。
小さいお子さんから高学年まで親子で一緒に楽しめる絵本です。




